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都上りの詩篇 

詩篇128篇 

詩篇128篇。「幸いなことよ、主を恐れる者は」という出だしで始まっている幸いな
詩篇ですね。 

127篇も幸いな詩篇ですけれど、「幸いな者よ」が、２回入っていますね。1節と2節
のBのところ、「幸福で幸せであろう」と書いてあるところ。「幸福、幸いでトブであ
る、あなたは」という言い方があります。1から3までを1つに見ています。1から3まで
で、幸いな者よ、勤労の実を食べる。幸いな者よ、妻と子供たちが祝福されて実を結ん
でいるということ。4節から6節のところも2つに分けます。 

「主を恐れる人は」という言い方の出だしが1節と同じです。このように祝福を受け
ます。5節でまた「祝福をシオンから与えられます」「そして見よ、そして見よ」とい
うのが、5のBと6の最初にあります。1と2A、2Bと3、4と5A、5Bと6という8つに分け
たものを組み合わせて考えてください。 

「幸いな者よ、実を結ぶ」「幸いな者よ、実を結ぶ」「祝福される、祝福される」「エ
ルサレムと子供、子供と孫らよ」という形ですが、主を恐れる者は祝福されるというの
は、アブラハムの創世記15章で、「主を恐れるならば報いは大きい」と言われます。出
エジプト記の1章で助産婦たちは主を恐れたので栄えるようにされました。主を恐れた
ヨブは、倍の祝福を得られました。「主を恐れることは知恵の初めである」ということ
です。 
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1節2Aの4つに分けた最初のところは、アダムの事を思い出すと。勤労の実が与えら
れている。働くことによって成功している。働くことが成功してるというアダム。 

2Bと3は、エバの祝福。子を産む事。子供たちがたくさん与えられているということ
で、アダムとエバ、その本物のアダムとエバの家族ということです。幸いな家族は、幸
いな者の家は祝福を受けますということ。4から6の方は、祝福されるのですけれど、
もっとスケールが大きくなって、神の家の祝福に変わっています。主を恐れる者と、シ
オンから神様が祝福してエルサレムを良しとされるということが、それぞれの家庭、主
にある主を恐れる家庭が祝福することを通して、与えられるものだという関係もあると
思います。 

1から3は、主を恐れる者の家の祝福。4から6は、その主を恐れる者たちの集まりで
ある神様の民の神様の家の祝福。その前半、後半に分かれると思われます。 

125篇と128篇は、並行しているものですね。125篇の方は、誰が良い者とされるの
か。128篇は、誰が祝福を受けるのかというのが、この2つの並行しているところです
けれども、125篇の方は、知恵のある者、128編の方は、いのちのある者という2つの組
み合わせになっていると思われます。
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